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TREATMENT OF COMPLICATED URINARY 
  TRACT INFECTIONS BY OFLOXACIN
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     Kiyonobu TARI, Ichiro SATAKE and Shinichi KoJIMA 
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   To study the treatment effects of ofloxacin (OFLX) on the patients with complicated 
urinary tract infections (UTI), OFLX at a daily dose of 600 mg divided into either two or 
three doses per day, was administered for 14 days to 114 patients with complicated UTI . 
   Among the 114 patients, 67 patients atisfied the criteria for clinical evaluation of complica-
ted UTI. One hundred and one organisms were isolated from these patients' urine.Among 
them, 82 organisms were eliminated following OFLX administration. Twenty organisms 
appeared newly by the replacement of organisms. Among them, 6 organisms belonged to 
Candida sp. As to the overall efficacy of OFLX, an excellent response was seen in 37.3% 
and sum of efficacy rate was 65.7%. -Side effects were observed in 3 of the 114 patients. 
   These results indicate that OFLX is both safe and effective nough to be used for the 
treatment of the patients associated with complicated UTI. 
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}.鰐 象 例 のUT三 群 劉
114例のOFLX投 与 例 の う』ら,UTI薬 効 評 価基
準3)をみた す §フ劉(58.9%)の纒 々に つ い て,そ のi籏
礎 疾患,UTI群 別,OFLX投 与 前 の薬 剤,OFLX
投 与時 の 濃 尿 の程 慶 お よび 分離 菌 につ い て,ま た 分離
菌 の デ ィス ク感 受性 に つ い て,婁 らにOFLX投 与後
の 膿尿 の程 度お よび分 離菌 につ い てTabie2に 示す.
67例の うちOFLX投 与 直 穂 まで 他抗 藍 剤 の投 与 の行
われ て い た もの は50例(74.6%)であ る,抗 菌 剤 の う









z◎茎e(CMZ>,cefotetan(CTT)が各iStずつ で あ っ
た.
銃蒙 襯 未投 与 翻 の 三7鍵に つい てUT三 群 溺 で み る
と,G-4に11例,G-5に3例,(}-6に3例 み られ た,
これ ら の 症 例 を 含み 全67例 をUTI群 別 で 分 類 す る
と,G-1か らG-4裏 での 単独 菌 感 染 は40例(59.7%)
で あ り,そ の うち わ け はG-iす なわ ち カ テー テ ル留
置倒 が 沁例,G-2す なわ ち前 立 縢 衛 緩感 染 症 が8倒,
G-3すな わ ちG-1,G-2以 外 で 上 部尿 路 感 染症 を 有
す る もの4例,G-4す なわ ちG-1,G-2以 外 の下 …累
尿 路 感 染症 で 上 部 尿路 感 染 症を 有 しな い もの18例で あ










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































てい た が,残 る17株(38.6%)は耐 性 で あ った.耐 性















































※,※※ はそれぞれ同意語 SubtotaI 31 26(83.9) 5(16.1)
単独 菌 感染 群 で み る と,グ ラム陽 性菌 では&fae・
calisが多 く,グ ラ ム陰 性菌 で はE.coli,つい でK・
Pneumoniae,s・marcescens,P.aeruginosaが多 くを 占め
た.複 数菌 感染 に お い て もグ ラ ム陽性 菌 として は単 独
菌感染 と同様,S.faecalisが多 くを 占め た が,グ ラム
陰性菌 で はP.aeruginesaが高 い 頻 度 で分 離 検 出 され
た.
Table4に分 離 菌59株 のOFLXに 対す る デ ィス
ク感受 性 を示 す.デ ィス ク感 受 性 帯,十 を感 受 性 有 り
と判断 し,デ ィス ク感 受性 十,一 を 耐性 とした.15株
の グラ ム 陽 性菌 の うち,OFLX耐 性 株 はS・aureus
に1株 み られ た の み で,他 の14株(93.3%)はす べ て
感 受性 を 有 してい た.こ れ に対 し グ ラ ム陰 性 菌 で は検




































































































Table5にOFLX7日 間 投 与 後 に お け る 分 離菌
の消失 率 に つ い て示 す.グ ラ ム陽性 菌 で はS.faecalis,
3・saProPh2ticus,Corynebacteriumsp.の一 部 で,菌 株
の存続 が み られ た が,他 はす べ て消 失 して お り,消 失
率 は83・9%であ った.グ ラ ム陰性 菌 に お い ては,S.
ma「ceseens,P'mi「abiiis,P・ae「uginosaで比 較 的 高率
で菌株 の存 続 がみ られ た が,他 はす べ て そ の消 失 がみ
られ て お り,消 失 率 は グラ ム陽性 菌 と同様82.4%であ
った.ま た 全体 と して み て も分離 菌101株の うち82株
(81.2%)の消失 が み られ た.OFLX投 与 後,菌 交
代 が お き,そ の 結 果 新 た に 出現 した 菌 株 をTable6
に示 す.グ ラ ム陽 性菌 で は4種5株 が分 離 検 出 され て
お り,グ ラ ム陰性 菌 は7種9株,Candidasp.では6


















































































































5日目より頭痛,嘔 気を訴 えたものがあ り,本例 で
は,その後OFLX投 与を中止 しているが,他 の113
例は2週間の投与が可能であった.こ のうちGOTが
吉田 。ほか:複雑性尿路感染症 ・OXFL
171UIIから64,IU/1に上 昇 した ものが1例(Table
2の 症 例 番 号44),BUNが24mg/dlか ら40mg/dl
に上 昇 した もの が1例(Table2の 症 例 番 号49)みら












































































1)第30回日本化 学 療法 学 会西 日本 支 部総 会,新 薬 シ
ンポ ジ ゥ ム,DL-8280,1982,名古 屋
2)岸 洋 一,仁 藤 博,斉 藤 功,西 村 洋 司,新 島
端夫,大 森 弘之,田 中啓 幹,藤 田幸 利,出 口浩一,
小 川 暢也:複 雑 性 尿 路感 染 症 に対 す るDL-8280
の薬 効評 価 一Pipemidicacidとの二 重 盲 検 比較
試験 一.泌 尿紀 要30:1307-1355,1984
3)大越 正 秋,河 村 信 夫:UTI(尿 路 感 染症)薬 効評
価基 準.ChemQtherapy28:321-341,1980
4)斉藤 典 章,天 野正 道,田 中 啓 幹:難 治性 尿 路 感染
症 に対 す るOfioxacin(DL-8280)の長 期 使 用経
験.西 日泌 尿47:591-597,1985
5)松 野 平,平 野哲 夫,小 柳 知彦:ナ フ ロキサ シ ソ
(OFI.X)による複雑 性 尿 路 感染 症 の 治療 経 験.
西 日泌 尿47:955-961,1985
(1987年2月2日受付)
